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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】法面を短い工期で且つ低コストで補強・保護・

緑化する法面保護工法を提供する。

【解決手段】複数体の土嚢６で法面Ｎを整形し、その土

嚢６の表面に種子を備えた植生マット付きの保護ネット

１を敷設し、アンカー２に振動を与えながら敷設済みの

保護ネット１に貫通させて頭部が地表から大きく突出し

ないように地山Ｇに達する深さまで打設し、押え鉄筋３

を土嚢６の表面形状に沿うように曲げて敷設済みの保護

ネット１の表面に縦向きに配置し、アンカー２の頭部を

覆うようにキャップを圧入し、そのキャップ内のアンカ

ー２の頭部に固定具４の鋼管４ｃを通すとともに固定具

４のフック４ｂを押え鉄筋３に係止し、ナット４ｄをア

ンカー２の頭部に螺合して押え鉄筋３を保護ネット１に

押さえ付け、最後にキャップの内部にモルタルＭを充填

して固める。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 土 砂 又 は 土 嚢 で 保 護 し よ う と す る 法 面 を 整 形 し 、 そ の 土 砂 又 は 土 嚢 の 表 面 に 種 子 を 備 え

た 植 生 マ ッ ト 付 き の 保 護 ネ ッ ト を 敷 設 し 、 そ の 保 護 ネ ッ ト に ア ン カ ー を 貫 通 さ せ て 法 面 の

地 山 に 達 す る 深 さ ま で 打 設 し 、 敷 設 済 み の 保 護 ネ ッ ト の 表 面 に 押 え 鉄 筋 を 縦 向 き 又 は 横 向

き に 配 置 し 、 打 設 済 み の ア ン カ ー の 頭 部 に フ ッ ク 付 き の 固 定 具 を 取 り 付 け 、 そ の 固 定 具 の

フ ッ ク を 押 え 鉄 筋 に 係 止 し て 保 護 ネ ッ ト と 植 生 マ ッ ト を 土 砂 又 は 土 嚢 の 表 面 に 固 定 す る よ

う に し た 、 法 面 保 護 工 法 。

【 請 求 項 ２ 】

　 固 定 具 が 、 丸 鋼 を Ｕ 字 状 に 曲 げ て フ ッ ク を 形 成 し 、 そ の フ ッ ク の 側 面 に 鋼 管 を 側 面 同 士

で 溶 接 し た 構 造 で あ っ て 、 ア ン カ ー が 、 ナ ッ ト を 螺 合 で き る ネ ジ 筋 異 形 棒 鋼 で 構 成 し た も

の で あ っ て 、 そ の ア ン カ ー の 頭 部 に 固 定 具 の 鋼 管 を 通 す と と も に フ ッ ク を 押 え 鉄 筋 に 係 止

し 、 ナ ッ ト を ア ン カ ー の 頭 部 に 螺 合 し て 固 定 具 を 締 め 付 け 、 押 え 鉄 筋 を 保 護 ネ ッ ト に 押 さ

え 付 け て 保 護 ネ ッ ト と 植 生 マ ッ ト を 土 砂 又 は 土 嚢 の 表 面 形 状 に 沿 わ せ る よ う に し た 、 請 求

項 １ 記 載 の 法 面 保 護 工 法 。

【 請 求 項 ３ 】

　 土 砂 又 は 土 嚢 の 表 面 が 凹 凸 を 有 し て い る 場 合 に お い て 、 押 え 鉄 筋 を 凹 凸 に 沿 う よ う に 曲

げ て 保 護 ネ ッ ト の 表 面 に 配 置 す る よ う に し た 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 法 面 保 護 工 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 押 え 鉄 筋 が 、 保 護 パ イ プ で 被 覆 し た も の で あ る 、 請 求 項 １ ～ ３ い ず れ か 記 載 の 法 面 保 護

工 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 法 面 の 崩 落 や 表 土 の 流 出 を 防 止 す る 法 面 保 護 工 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 の 法 面 保 護 工 法 と し て は 、 法 面 を 整 形 し た 後 に ア ン カ ー 孔 を 掘 削 し て ア ン カ ー を 挿

入 し 、 そ の ア ン カ ー 孔 に ア ン カ ー の 頭 部 が 露 出 す る 量 の モ ル タ ル を 充 填 し 、 モ ル タ ル の 硬

化 後 に 保 護 ネ ッ ト を 法 面 に 敷 設 し 、 そ の 保 護 ネ ッ ト の 表 面 に 押 え プ レ ー ト を 配 置 し て 露 出

し て い る ア ン カ ー の 頭 部 に 定 着 し 、 保 護 ネ ッ ト を 法 面 に 押 さ え 付 け て 崩 落 や 表 土 の 流 出 を

防 止 で き る よ う に し た 技 術 が あ る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 と こ ろ で 、 前 記 技 術 で は 、 法 面 を 整 形 し た 後 、 ア ン カ ー 孔 の 掘 削 と 充 填 し た モ ル タ ル の

硬 化 が 完 了 す る ま で 保 護 ネ ッ ト を 敷 設 で き な い か ら 、 整 形 後 の 法 面 が 施 工 途 中 で 崩 落 し な

い よ う に 仮 設 的 な 対 策 が 必 要 で 、 工 期 と 施 工 費 を 要 し て い た 。 ま た 、 崩 落 し た 法 面 を 整 形

す る 際 、 土 質 や 法 面 の 勾 配 等 に よ っ て は 盛 土 の み で は 強 度 が 不 足 す る こ と が あ っ た 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － ３ ９ ９ ７ ４ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 従 来 の こ れ ら の 問 題 点 を 解 消 し 、 従 来 技 術 と 比 較 し

て 短 い 工 期 で 且 つ 低 コ ス ト で 法 面 を 補 強 ・ 保 護 ・ 緑 化 で き る よ う に す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 か か る 課 題 を 解 決 し た 本 発 明 の 構 成 は 、

１ ） 　 土 砂 又 は 土 嚢 で 保 護 し よ う と す る 法 面 を 整 形 し 、 そ の 土 砂 又 は 土 嚢 の 表 面 に 種 子 を
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備 え た 植 生 マ ッ ト 付 き の 保 護 ネ ッ ト を 敷 設 し 、 そ の 保 護 ネ ッ ト に ア ン カ ー を 貫 通 さ せ て 法

面 の 地 山 に 達 す る 深 さ ま で 打 設 し 、 敷 設 済 み の 保 護 ネ ッ ト の 表 面 に 押 え 鉄 筋 を 縦 向 き 又 は

横 向 き に 配 置 し 、 打 設 済 み の ア ン カ ー の 頭 部 に フ ッ ク 付 き の 固 定 具 を 取 り 付 け 、 そ の 固 定

具 の フ ッ ク を 押 え 鉄 筋 に 係 止 し て 保 護 ネ ッ ト と 植 生 マ ッ ト を 土 砂 又 は 土 嚢 の 表 面 に 固 定 す

る よ う に し た 、 法 面 保 護 工 法

２ ） 　 固 定 具 が 、 丸 鋼 を Ｕ 字 状 に 曲 げ て フ ッ ク を 形 成 し 、 そ の フ ッ ク の 側 面 に 鋼 管 を 側 面

同 士 で 溶 接 し た 構 造 で あ っ て 、 ア ン カ ー が 、 ナ ッ ト を 螺 合 で き る ネ ジ 筋 異 形 棒 鋼 で 構 成 し

た も の で あ っ て 、 そ の ア ン カ ー の 頭 部 に 固 定 具 の 鋼 管 を 通 す と と も に フ ッ ク を 押 え 鉄 筋 に

係 止 し 、 ナ ッ ト を ア ン カ ー の 頭 部 に 螺 合 し て 固 定 具 を 締 め 付 け 、 押 え 鉄 筋 を 保 護 ネ ッ ト に

押 さ え 付 け て 保 護 ネ ッ ト と 植 生 マ ッ ト を 土 砂 又 は 土 嚢 の 表 面 形 状 に 沿 わ せ る よ う に し た 、

前 記 １ ） 記 載 の 法 面 保 護 工 法

３ ） 　 土 砂 又 は 土 嚢 の 表 面 が 凹 凸 を 有 し て い る 場 合 に お い て 、 押 え 鉄 筋 を 凹 凸 に 沿 う よ う

に 曲 げ て 保 護 ネ ッ ト の 表 面 に 配 置 す る よ う に し た 、 前 記 １ ） 又 は ２ ） 記 載 の 法 面 保 護 工 法

４ ） 　 押 え 鉄 筋 が 、 保 護 パ イ プ で 被 覆 し た も の で あ る 、 前 記 １ ） ～ ３ ） い ず れ か 記 載 の 法

面 保 護 工 法

に あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 前 記 １ ） 記 載 の 構 成 に よ れ ば 、 ア ン カ ー を 地 山 に 直 に 打 設 す る よ う に し た か ら

、 従 来 の よ う に ア ン カ ー 孔 の 掘 削 に 要 す る 手 間 や モ ル タ ル の 硬 化 に 要 す る 時 間 が 省 略 さ れ

、 法 面 の 整 形 直 後 に 保 護 ネ ッ ト を 敷 設 し て 切 土 面 が 早 期 に 保 護 さ れ る 。 よ っ て 、 施 工 途 中

の 崩 落 等 を 防 止 す る た め の 仮 設 的 な 対 策 が 不 要 と な り 、 従 来 技 術 と 比 較 し て 短 い 工 期 で 且

つ 低 コ ス ト で 法 面 を 保 護 ・ 緑 化 で き る 。 ま た 、 土 嚢 で 法 面 を 土 留 め す る 方 法 で は 、 盛 土 の

み で 強 度 が 不 足 す る 法 面 を 同 時 に 補 強 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の 前 記 ２ ） 記 載 の 構 成 に よ れ ば 、 保 護 ネ ッ ト を 容 易 な 作 業 で 法 面 に 固 定 さ せ る こ

と が で き 、 固 定 具 も 簡 易 な 構 造 で 低 コ ス ト で 製 作 で き 、 従 来 技 術 と 比 較 し て 短 い 工 期 で 且

つ 低 コ ス ト で 法 面 を 保 護 で き る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 前 記 ３ ） 記 載 の 構 成 に よ れ ば 、 保 護 ネ ッ ト と 土 砂 又 は 土 嚢 の 表 面 と の 間 に 空 隙

が 生 じ な い よ う に 保 護 ネ ッ ト を 密 接 さ せ る こ と が で き 、 保 護 ネ ッ ト が 強 風 等 で 乱 れ た り 土

砂 又 は 土 嚢 が 動 い た り し な い よ う に 確 実 に 固 定 し て 安 定 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の 前 記 ４ ） 記 載 の 構 成 に よ れ ば 、 押 え 鉄 筋 は 、 地 中 に 埋 設 さ れ る ア ン カ ー と 異 な

っ て 、 地 表 に 配 置 さ れ て 外 気 や 雨 水 に 常 に 晒 さ れ る が 、 保 護 パ イ プ の 被 覆 に よ っ て 耐 候 性

が 向 上 し 、 品 質 を 長 期 間 に 渡 っ て 保 持 で き る よ う に な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ １ 】

【 図 １ 】 実 施 例 の 施 工 後 の 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 実 施 例 の 工 程 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 実 施 例 の 工 程 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 実 施 例 の 施 工 後 の 固 定 具 の 状 態 を 示 す 一 部 切 り 欠 き 断 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 実 施 例 の 施 工 後 の 法 面 を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 実 施 例 の 他 の 例 の 施 工 後 の 固 定 具 の 状 態 を 示 す 一 部 切 り 欠 き 断 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の 保 護 ネ ッ ト は 、 整 形 し た 法 面 を 被 覆 し て 崩 落 ・ 浸 食 ・ 表 土 の 流 出 等 を 防 止 し 、

且 つ 植 物 が 植 生 で き る よ う に す る た め の も の で あ る 。 こ の 保 護 ネ ッ ト と し て は 、 ポ リ エ ス

テ ル や ポ リ プ ロ ピ レ ン 等 の 合 成 樹 脂 製 の 繊 維 を 網 目 状 に 交 織 し た 補 強 網 に 、 種 子 を 不 織 布

に 配 合 （ 必 要 に 応 じ て 緩 効 性 の 化 学 肥 料 を 収 容 し た 肥 料 袋 を 装 着 ） し た 植 生 ネ ッ ト を 積 層
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一 体 化 し た も の を 用 い る 。 寸 法 と し て は 、 幅 ８ ０ ～ １ ０ ０ ｃ ｍ 、 ロ ー ル 長 ２ ０ ～ ３ ０ ｍ が

一 般 的 で あ る 。 施 工 は 、 ロ ー ル 状 に 巻 い た も の を 縦 向 き に 展 開 し 、 こ の 複 数 枚 を 横 に 並 べ

て 敷 設 す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ア ン カ ー は 、 敷 設 済 み の 保 護 ネ ッ ト を 法 面 に 定 着 さ せ る た め の も の で あ る 。 こ の ア ン カ

ー と し て は 、 ナ ッ ト が 螺 合 で き る ネ ジ 筋 異 形 棒 鋼 が 用 い ら れ 、 腐 蝕 を 防 止 す る た め に 表 面

を 溶 融 亜 鉛 メ ッ キ し て 防 錆 処 理 し た も の が 望 ま し い 。 寸 法 と し て は 、 外 径 １ ９ ～ ２ ５ ｍ ｍ

、 長 さ は ２ ～ ５ ｍ が 一 般 的 で あ る 。 施 工 は 、 専 用 の 打 込 み 機 を 小 型 の 移 動 式 ク レ ー ン で 吊

り 上 げ 、 ア ン カ ー に 振 動 を 与 え な が ら 法 面 の 傾 斜 に 対 し て 直 角 に 且 つ 頭 部 が 地 表 か ら 大 き

く 突 出 し な い よ う に 直 に 打 ち 込 む 。 移 動 式 ク レ ー ン が 進 入 で き な い 場 所 で は 、 人 力 用 の 小

型 打 込 み 機 を 使 用 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 押 え 鉄 筋 は 、 敷 設 済 み の 保 護 ネ ッ ト を 法 面 の 形 状 に 沿 う よ う に 押 さ え 付 け る た め も の で

あ る 。 こ の 押 え 鉄 筋 と し て は 、 接 続 用 の カ プ ラ ー が 螺 合 で き る ネ ジ 筋 異 形 棒 鋼 が 用 い ら れ

、 腐 蝕 を 防 止 す る た め に 表 面 を 溶 融 亜 鉛 メ ッ キ し て 防 錆 処 理 し た も の が 望 ま し い 。 さ ら に

、 地 中 に 埋 設 さ れ る 前 記 ア ン カ ー と 異 な っ て 、 地 表 に 配 置 さ れ て 外 気 や 雨 水 に 常 に 晒 さ れ

る か ら 、 好 ま し く は ポ リ エ チ レ ン 等 の 合 成 樹 脂 製 の 保 護 パ イ プ で 被 覆 し て 耐 候 性 を 高 め る

。 寸 法 と し て は 、 外 径 １ ６ ～ ２ ５ ｍ ｍ が 一 般 的 で 、 長 さ は 最 大 ５ ｍ と し 、 そ れ 以 上 の 長 さ

は 設 置 作 業 が 困 難 と な る か ら 、 前 記 カ プ ラ ー で 継 ぎ 足 し て 用 い る 。 施 工 は 、 複 数 本 を 縦 向

き 又 は 横 向 き に 並 行 さ せ る か 又 は 格 子 状 に 配 置 す る 。 土 砂 又 は 土 嚢 の 表 面 形 状 に 凹 凸 が あ

る 場 合 は 、 そ の 凹 凸 に 合 わ せ て 曲 げ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 固 定 具 は 、 配 置 済 み の 押 え 鉄 筋 を 保 護 ネ ッ ト の 上 面 に 押 さ え 付 け る た め の も の で あ る 。

こ の 固 定 具 と し て は 、 丸 鋼 を Ｕ 字 状 に 曲 げ て フ ッ ク を 形 成 し 、 そ の 側 面 に 鋼 管 を 側 面 同 士

で 溶 接 し た も の が 用 い ら れ 、 腐 蝕 を 防 止 す る た め に 表 面 を 溶 融 亜 鉛 メ ッ キ し て 防 錆 処 理 し

た も の が 望 ま し い 。 ま た 、 ２ 本 の フ ッ ク を 鋼 管 の 両 側 面 に 溶 接 し 、 １ 体 の 固 定 具 で ２ 本 の

押 え 鉄 筋 を 同 時 に 押 さ え 付 け で き る よ う に し て も 良 い 。 寸 法 と し て は 、 丸 鋼 は 長 さ ３ ０ ｃ

ｍ 前 後 、 鋼 管 は ア ン カ ー が 挿 入 で き る 内 径 で 、 長 さ は ５ ～ １ ０ ｃ ｍ が 一 般 的 で あ る 。 施 工

は 、 保 護 ネ ッ ト の 上 面 か ら 打 設 済 み の ア ン カ ー の 頭 部 に 被 せ 、 固 定 具 か ら 突 出 し た ア ン カ

ー の 頭 部 に ナ ッ ト を 螺 合 し て 固 定 す る 。 固 定 具 は 、 脱 離 防 止 の た め に 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 等 の

プ ラ ス チ ッ ク 製 の キ ャ ッ プ で 覆 い 、 そ の 内 部 に モ ル タ ル 等 の 固 化 材 を 充 填 し て 固 め る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 土 砂 は 、 崩 落 し た 法 面 又 は 崩 落 し や す い 法 面 を 所 定 の 形 状 に 整 形 す る 際 に 用 い る も の で

あ る 。 こ の 土 砂 と し て は 、 土 や 、 粒 径 が ５ ～ ５ ０ ｃ ｍ 程 度 の 大 き さ の 自 然 石 、 砕 石 等 が 用

い ら れ る 。 施 工 は 、 直 接 法 面 に 沿 っ て 盛 土 す る 方 法 の 他 、 土 嚢 を 積 み 上 げ る 方 法 が あ る 。

土 嚢 は 、 土 と 砕 石 を 混 ぜ た 材 料 を 締 め 固 め た １ ． ０ ｍ 程 度 の 立 方 体 に し た 物 、 又 は 網 袋 に

収 容 し た 自 然 石 や 砕 石 な ど を 使 用 す る 。 網 袋 と し て は 、 ポ リ エ ス テ ル や ポ リ プ ロ ピ レ ン 等

の 合 成 樹 脂 製 の 繊 維 を 網 目 状 に 交 織 し た も の が 用 い ら れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 そ の 他 、 敷 設 済 み の 保 護 ネ ッ ト を 法 面 に 定 着 さ せ る 際 、 必 要 に 応 じ て 補 助 的 に 用 い る 固

定 ピ ン が あ る 。 こ の 固 定 ピ ン と し て は 、 丸 鋼 の 頭 部 を Ｕ 字 状 に 曲 げ て フ ッ ク を 形 成 し 、 表

面 に 溶 融 亜 鉛 メ ッ キ 加 工 し て 防 錆 処 理 し た も の が 用 い ら れ る 。 寸 法 と し て は 、 外 径 １ ０ ～

１ ５ ｍ ｍ 、 長 さ は ４ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ｍ ｍ が 一 般 的 で あ る 。 施 工 は 、 保 護 ネ ッ ト を 貫 通 さ せ て

地 山 に 直 に 打 設 し 、 そ の フ ッ ク を 保 護 ネ ッ ト の 網 目 に 係 止 す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ま た 、 打 設 済 み の ア ン カ ー の 地 表 に 近 い 部 分 を 保 護 パ イ プ で 保 護 し て 防 食 す る こ と が あ

る 。 こ の 保 護 パ イ プ と し て は 、 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 等 の プ ラ ス チ ッ ク が 用 い ら れ る 。 寸 法 と し

て は 、 ア ン カ ー が 挿 入 で き る 内 径 で 、 長 さ は ４ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ｍ ｍ が 一 般 的 で あ る 。 施 工 は

、 ア ン カ ー の 打 設 後 に 地 山 に 圧 入 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】
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　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 は 以 下 の 実 施

例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 様 々 な 組 み 合 わ せ や 変 形 が 可 能 で あ る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 本 実 施 例 の 法 面 保 護 工 法 を 図 １ ～ ５ に 示 す 。 図 中 、 １ は 保 護 ネ ッ ト 、 ２ は ア ン カ ー 、 ３

は 押 え 鉄 筋 、 ４ は 固 定 具 、 ５ は 保 護 パ イ プ 、 ６ は 土 嚢 、 ７ は 打 込 み 機 、 ８ は 道 路 、 ９ は ガ

ー ド レ ー ル 、 Ｇ は 地 山 、 Ｎ は 法 面 で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 保 護 ネ ッ ト １ は 、 補 強 網 と し て 盛 土 ・ 地 盤 補 強 用 ジ オ グ リ ッ ト 「 テ ン サ ー 」 Ｓ Ｓ タ イ プ

（ 製 品 名 ） と 、 植 生 マ ッ ト と し て 合 成 繊 維 使 用 緑 化 工 法 用 マ ッ ト 多 機 能 フ ィ ル タ ー Ｍ Ｆ －

４ ５ Ｒ － ０ （ 製 品 名 ） の 組 み 合 わ せ を 用 い た 。 補 強 網 は ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 で 、 寸 法 は 幅 ９

３ ｃ ｍ 、 ロ ー ル 長 ２ ５ ｍ 、 結 節 点 厚 さ ２ ． ８ ｍ ｍ で あ る 。 植 生 マ ッ ト は ポ リ エ ス テ ル 製 の

不 織 布 で 、 種 子 と 緩 効 性 の 化 学 肥 料 を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ア ン カ ー ２ は 、 Ａ Ｓ ３ ４ ５ メ ッ キ ボ ル ト （ 製 品 名 ） を 用 い た 。 寸 法 は 、 外 径 １ ９ ｍ ｍ 、

長 さ ５ ． ０ ｍ で あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 押 え 鉄 筋 ３ は 、 Ａ Ｓ ３ ４ ５ メ ッ キ ボ ル ト （ 製 品 名 ） を 用 い た 。 寸 法 は 、 外 径 １ ６ ｍ ｍ 、

長 さ １ ． ５ ｍ で 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク を 含 有 し た ポ リ エ チ レ ン 製 の 保 護 パ イ プ ３ ａ で 被 覆 し

て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 固 定 具 ４ は 、 外 径 １ ６ ｍ ｍ 、 長 さ ３ ０ ｃ ｍ の 丸 鋼 ４ ａ を Ｕ 字 状 に 曲 げ て フ ッ ク ４ ｂ を 形

成 し 、 そ の 側 面 に 内 径 ２ ７ ． ６ ｍ ｍ 、 長 さ ７ ｃ ｍ の 鋼 管 ４ ｃ を 側 面 同 士 で 溶 接 し 、 表 面 を

溶 融 亜 鉛 メ ッ キ し て 防 錆 処 理 し た も の を 用 い た 。 ナ ッ ト ４ ｄ は 、 六 角 の Ａ Ｓ メ ッ キ コ マ ナ

ッ ト （ 製 品 名 ） を 用 い た 。 キ ャ ッ プ ４ ｅ は 、 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 製 の も の を 用 い た 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 保 護 パ イ プ ５ は 、 内 径 ２ ５ ｍ ｍ 、 長 さ ５ ０ ０ ｍ ｍ の 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 製 の も の を 用 い た 。

土 嚢 ６ は 、 土 と 砕 石 を 混 ぜ た 材 料 を 締 め 固 め た １ ． ０ ｍ 程 度 の 立 方 体 の も の を 用 い た 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 以 下 、 崩 壊 し た 路 肩 の 復 旧 を 例 に し た 法 面 保 護 工 法 の 工 程 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま ず 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 法 面 Ｎ の 崩 落 箇 所 を 盛 土 し 、 そ の 側 面 に 複 数 体 の 土 嚢

６ を 積 み 上 げ て 締 め 固 め る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 次 に 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 積 み 上 げ た 土 嚢 ６ の 表 面 及 び そ の 下 方 に 渡 っ て ロ ー ル

状 に 巻 い た 保 護 ネ ッ ト １ を 縦 向 き に 展 開 し 、 そ の 複 数 枚 を 横 に 並 べ て 敷 設 し 、 押 え ピ ン （

図 示 は 省 略 ） で 一 定 間 隔 に 仮 止 め す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 次 に 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 打 込 み 機 ７ に ア ン カ ー ２ を 取 り 付 け 、 そ の ア ン カ ー ２

に 振 動 を 与 え な が ら 敷 設 済 み の 保 護 ネ ッ ト １ に 貫 通 さ せ て 頭 部 が 地 表 か ら 大 き く 突 出 し な

い よ う に 地 山 Ｇ に 達 す る 深 さ ま で 直 に 打 設 す る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 次 に 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 押 え 鉄 筋 ３ を 敷 設 済 み の 保 護 ネ ッ ト １ の 表 面 に 縦 向 き

に 配 置 す る 。 法 面 Ｎ に 凹 凸 が あ る 場 合 は 、 そ の 形 状 に 合 せ て 曲 げ る 。 長 さ が １ 本 で 不 足 す

る 場 合 は 、 カ プ ラ ー （ 図 示 は 省 略 ） で 必 要 本 数 を 接 続 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 次 に 、 図 １ ， ４ ， ５ に 示 す よ う に 、 ア ン カ ー ２ の 頭 部 を 覆 う よ う に キ ャ ッ プ ４ ｅ を そ の

上 端 が 保 護 ネ ッ ト １ と 面 一 に な る 深 さ ま で 圧 入 し 、 そ の キ ャ ッ プ ４ ｅ 内 の ア ン カ ー ２ に 保

護 パ イ プ ５ を 通 し て 圧 入 し 、 固 定 具 ４ の 鋼 管 ４ ｃ を ア ン カ ー ２ 及 び 保 護 パ イ プ ５ の 頭 部 に

通 す と と も に フ ッ ク ４ ｂ を 押 え 鉄 筋 ３ に 係 止 す る 。 そ し て 、 ナ ッ ト ４ ｄ を ア ン カ ー ２ の 頭

10

20

30

40

50



(6) JP  2015-169020  A   2015.9.28

部 に 螺 合 し て イ ン パ ク ト ド リ ル 等 で 締 め 付 け 、 押 え 鉄 筋 ３ を 保 護 ネ ッ ト １ に 押 さ え 付 け て

法 面 Ｎ に 沿 わ せ る 。 最 後 に 、 キ ャ ッ プ ４ ｅ の 内 部 に モ ル タ ル Ｍ を 充 填 し て 固 定 具 ４ が 脱 離

し な い よ う に 固 め る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 図 ６ に 示 す の は 、 実 施 例 の 固 定 具 ４ の 他 の 例 で あ る 。 こ の 例 で は 、 フ ッ ク ４ ｂ を 備 え た

２ 本 の 丸 鋼 ４ ａ を 鋼 管 ４ ｃ の 両 側 面 に 対 称 に 溶 接 し て お り 、 片 側 又 は 両 側 の フ ッ ク ４ ｂ で

１ 本 又 は ２ 本 の 押 え 鉄 筋 ３ の 押 さ え 付 け を 可 能 と し て い る 。 そ の 他 、 符 号 、 構 成 、 作 用 効

果 は 実 施 例 と 同 じ で あ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 本 発 明 の 技 術 は 、 崩 壊 し た 路 肩 の 復 旧 、 決 壊 し た 護 岸 の 補 修 、 崩 落 し た 岩 盤 壁 面 の 保 護

、 又 は こ れ ら の 崩 壊 等 が 予 測 さ れ る 法 面 の 事 前 補 強 に 利 用 さ れ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ４ 】

１ 　 　 保 護 ネ ッ ト

２ 　 　 ア ン カ ー

３ 　 　 押 え 鉄 筋

３ ａ 　 保 護 パ イ プ

４ 　 　 固 定 具

４ ａ 　 丸 鋼

４ ｂ 　 フ ッ ク

４ ｃ 　 鋼 管

４ ｄ 　 ナ ッ ト

４ ｅ 　 キ ャ ッ プ

５ 　 　 保 護 パ イ プ

６ 　 　 土 嚢

７ 　 　 打 込 み 機

８ 　 　 道 路

９ 　 　 ガ ー ド レ ー ル

Ｇ 　 　 地 山

Ｍ 　 　 モ ル タ ル

Ｎ 　 　 法 面
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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